
１ 趣 旨

学校におけるがん教育の充実を図るためには、がんに関する正しい知識と正しい認識、命の

大切さについて正しく理解させ、深める事が必要であることから、本県では文部科学省委託

事業「がん教育総合支援事業」を実施する。

２ 事業内容

（１）がん教育沖縄県連絡協議会の開催

（２）がん教育研修会の開催

（３）がん教育教材検討委員会

（４）モデル校による取り組み

３ 実施内容

（１）連絡協議会について（年２回開催）

がん教育の推進を図るための「がん教育に関する計画」に対し指導・助言を行う

ア 構成員：医師、がん患者会、県保健医療部、モデル校管理職、モデル校授業者

総合教育センター研究主事、県保健体育課指導主事

イ 第１回連絡協議会（がん教育の推進に向けた計画検討）

日時 令和元年７月２６日（金）１０：００～１２：００ 県庁第１階 会議室

○「がん教育に関する計画の作成・検討

・学校におけるがん教育の課題の把握

・がん教育に関する支援体制と方針の協議

○「がん教育研修会」について

○「がん教育教材検討」について

○「がん教育モデル校」における取り組みについて

ウ 第２回連絡協議会（がん教育に関する計画の検証・成果報告）

日時 令和２年１月２２日（水）

○「がん教育研修会」について

○「がん教育教材検討会」の成果について

○「がん教育モデル校」における取り組みについて

○効果の検証について

（２）がん教育研修会について

学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、健康に対する関心をもち、正しく理解し、

適切な態度や行動が出来る児童生徒を育成し、がん教育を進めていく。

教職員、外部指導者を対象にした「がん教育研修会」を開催し、効果的ながん教育の在り

方について研修を行う。

ア 日時及び会場

令和元年 ８月２０日（火）１３：３０～ 八重山合同庁舎５階 参加者 ３１名

令和元年 ８月２７日（火） ９：３０～ 宮古教育事務所５階 参加者 ２１名

令和元年１０月３０日（水）１３：３０～ 県立総合教育センター参加者 ７７名

イ 対 象

小・中・県立学校の保健体育担当教諭、保健主事、その他の教職員

各市町村教育委員会担当主事、各教育事務所担当主事、医師、学校医、がん経験者等
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ウ 内 容

（ア）行政説明 県教育庁保健体育課

（イ）講義 「学校におけるがん教育の実際」

－ヘルスプロモーション実践事例から学ぶ－

講師 日本女子体育大学 体育学部スポーツ健康学科教授

助友 裕子（医学博士）

（３）がん教育教材検討委員会（年３回）

がん教育教材の効果的な指導方法を検討し、指導参考資料の作成を行う。

ア 構成員 モデル校授業者、総合教育センター研究主事、中学校保健体育科教諭

高等学校保健体育科教諭、保健体育課指導主事

イ 日時及び場所

○第１回がん教育教材検討委員会 令和元年 ８月３０日（金）県庁４階

○第２回がん教育教材検討委員会 令和元年１０月２１日（月）県庁 13階
○第３回がん教育教材検討委員会 令和元年１１月２７日（水）南部合同庁舎

（４）モデル校による取り組みについて

中学校、高等学校のモデル校において、「がん教育公開授業」を開催し効果的な指導方

法の検討と授業モデルの普及、指導参考資料の作成を行う。

ア 県立向陽高等学校の取り組み

（ア）事前事業 ２学年集会での「がん教育」

（イ）公開授業 令和元年 11月 13日（水）
○参加者 全校種教職員（教諭、養護教諭、保健主事等） ２３名参加

○単 元 科目保健 第１学年 生活習慣病とその予防

（ウ）事後事業 保健委員会による展示

イ 八重瀬町立具志頭中学校での取り組み

（ア）公開授業 令和元年 12月 18日（水）
○参加者 全校種教職員（教諭、養護教諭、保健主事等） ２９名参加

○単 元 保健分野 第３学年「（４）健康な生活と疾病の予防」

イ生活行動・生活習慣と健康

（イ）準備検討会 令和元年 12月 11日（水）

４ 他機関との連携等

（１）沖縄県学校体育研究発表大会でのがん教育の実践発表・授業研究

ア 日時 令和元年 11月 29日（金）
イ 場所 県立八重山商工高校 石垣市立白保中学校

ウ 対象者 小学校教諭、中学校・高等学校保健体育課教諭

（２）沖縄県がん診療連携協議会、同小児・ＡＹＡ部会への参加

（３）文科省主催研修会への参加

ア がん教育研修会

○日時 令和元年 10月 25日（金）
○場所 京都府 京都ガーデンパレス

○参加者 県立向陽高等学校、八重瀬町立具志頭中学校 保健体育教諭

イ がん教育シンポジウム

○日時 令和２年 1月 28日（火）



○場所 東京都 国立オリンピックセンター

○参加者 県立向陽高等学校養護教諭 県教育庁指導主事

５ 事業の成果

学校におけるがん教育の充実を図るためには、がんに関する正しい知識と正しい認識、命

の大切さについて正しく理解させ、深めることが必要であることから、医療関係者等を含め

た「沖縄県連絡協議会」を設置し、「がん教育に関する計画」の作成等に対し、指導・助言

を行うことで、学校におけるより効果的ながん教育の在り方について理解を深め、県内への

啓発を図ることができた。

（１）「がん教育」研修会

ア がん教育に関する指導に携わる教職員のがんに対する正しい知識と意識の向上、及び学

校におけるがん教育に関する指導の充実を図るための研修会を実施したことで、がん教

育の必要性が理解され、実践事例や指導教材等の普及啓発ができた。

イ 行政説明の中で、学校におけるがん教育に関する内容の位置づけについて説明し、学校

におけるがん教育の具体的な方向性を示すことができた。

ウ 日本女子体育大学教授 助友裕子教授による講義「学校におけるがん教育の実際－ヘル

スプロモーション実践事例から学ぶ－」より学校におけるがん教育の考え方、進め方に

ついて理解を深める事ができた。

（２）がん教材検討会について

ア 各校種、発達段階に応じた適切な指導の在り方について検討を重ね、新指導要領の全

面実施に向けて、文科省作成の指導参考教材や県の推奨する健康副読本等を用いた、指

導用参考資料を作成することができた。

イ 新指導要領の全面実施に向けて、モデル校として保健体育の保健分野、科目保健とし

て、実践の参考となる指導案、ワークシートの作成ができた。

（３）モデル校による取り組みについて

ア アンケート結果より（次ページ参照）

生徒へのアンケート結果より、日本人の死因 1位や、早期発見すれば治りやすいなどの
正しい知識の理解において有意差がみられた。また健康な体づくりへの取り組みや、が

ん検診の受診、がんの治療法の決定、がん患者の生活の理解、家族との対話等の意識に

ついても変容が見られた。逆にたばこを吸わないでいようとする意識に関しては変容が

みられなかった。この結果についても、授業の課題と成果と捉えたい。

イ 中学校においては保健分野での授業実践を行い、健康な生活と疾病の予防において、

がんについて理解を深め、がんの治療、がん患者への認識についても学ぶことができ

た。

ウ 高等学校においては、学年集会におけるがん教育の実施、公開授業、生徒保健委員会

活動による展示等の事業を展開し、学校全体としての取り組みの実践事事例を示すこと

ができた。





（３）研修会等の充実と普及・推進

ア がん教育に対する教職員の不安感は大きく、がん教育についての理解を深める必要が

ある。そのためにも指導者研修会を充実させ、保健体育科教諭、養護教諭への積極的な

参加を呼びかけていく必要がある。またがん教育実施状況調査が行われる事を管理職へ

も周知する必要がある。

イ モデル校の取り組みを、できるだけ県内各地に偏りなく選定を行い、普及・推進して

いく。

７ 令和２年度の事業計画について

（１）がん教育連絡協議会（継続）

（２）がん教育研修会（継続）

（３）がん教育教材検討委員会（継続）

【令和元年度目標】

（１）県内の学校におけるがん教育実施率の向上

（２）教職員・関係者等へのがん教育の普及・啓発

（３）県の推奨するがん教育教材の作成

【令和２年度目標】

（１）県内の学校におけるがん教育実施率の向上

（２）教職員・関係者等へのがん教育の普及・啓発

（３）効果的な指導方法の実践研究

【令和元年度主な取り組み】

（１）モデル校教諭及び中学校・高等学校教諭、総合教育センター研修主事を中心

とした教材検討委員会を設置し、がん教育における教材の検討

（２）モデル校による公開授業

（３）教職員・関係者等への地区別「がん教育研修会」の実施

（４）県健康教育研究大会へでの実践発表

【令和２年度主な取り組み】

（１）モデル校教諭を中心とした効果的な指導方法の実践研究委員会

を開催し、モデル校で行う事業の検討を行う

（２）モデル校による公開授業

（３）教職員・関係者等への「がん教育研修会」の実施

（４）研修会における実践発表

（５）外部講師養成研修（プログラム）の実施




